
資料４

② 多様な人材
の確保･育成

離職防止

③ 定着支援
生産性向上

④ 介護職の

魅力向上

⑤ 外国人材の

受入れ環境

・介護のすそ野拡大推進事業

・人材育成研修事業

・先進的介護「北九州モデル」の普及促進

・ＡＩを活用した問合せシステムの導入

・「みらいつなぐ」介護のしごと魅力発信事業

・介護のしごと出前授業

・求職者向けのDVDセミナー

・外国人介護人材育成支援事業

① 処遇改善
・処遇改善加算取得促進支援

厚生労働省による
総合的な介護人材確保対策

現状の取組

（４） 介護人材確保と生産性向上等の取組の基本方針

北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議
第２回介護保険に関する会議

有償ボランティアマッチングサイト「スケッター」を活用した介護未経験者と事業所のマッチング

介護人材のスキルアップのための介護サービス従事者研修、認知症介護実践者研修、職場環境改善セミナー

介護テクノロジーを活用した業務改善による生産性の向上
・先進的介護「北九州モデル」の普及促進
・在宅版「北九州モデル」の構築
・介護助手の活用推進

介護保険制度の疑義回答に特化した生成ＡＩを導入

介護職の魅力発信、若手介護人材のコミュニティ形成、ゆめみらいワーク

出前授業で児童生徒に介護職の魅力PR

ハローワークと連携して求職者向け情報発信

市内介護事業所で就労する外国人介護人材の介護福祉士取得を支援

加算未取得や上位加算取得を目指す事業所向けの取得促進セミナー及び個別相談会開催
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【 課 題 】

「北九州モデル」や「介護シェアリング」など、本市独自の先進的な取組を進めて

きたが、その成果は一部の事業者にとどまり、特に小規模事業者では人材やノウ

ハウ等の制約からテクノロジー導入や人材確保が十分に進んでいない。

【 解決の方向性 】

・ 先進的な取組成果を地域全体へ展開

先行事業者にとどまっている成果を、地域の他事業者に広く展開していく。

・ モデル施設による地域への還元
令和9年3月、先進的介護「北九州モデル」を体現する「未来型介護モデル施設」

がオープン予定。

今後、このモデル施設を中核として、産学官のネットワークも活用しながら、

最新介護テクノロジーや新しい介護のあり方の実証・実装を進めるとともに、

そこで得られた成果や知見を、地域の介護事業所へ広く還元する仕組みづくりが

必要である。

課題と解決の方向性

これまでの取組
の成果を広く

地域事業所に還元

モデル施設の活用推進協働化の推進

R９年3月ｵｰﾌﾟﾝ予定の
未来型介護モデル施設

の活用推進

法人の枠を超えて

協働する取組を支援

～ 競争から共創へ ～

介護人材確保と生産性向上等の取組の基本方針

２ 先行事業者やモデル施設の知見やノウハウの地域還元

基本的な考え方

介護事業所のニーズや社会動向を踏まえ、必要に応じて事業内容を見直しな
がら、人材確保や生産性向上に向けた多面的・総合的な取組を継続して実施
する。

１ 現行の多角的な取組の継続実施

取組の成果を広く地域の事業所に還元するため、先行事業者やモデル施設が
保有する知見やノウハウを、小規模事業者をはじめとする地域の他事業所へ
展開する取組を推進する。
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介護保険制度改正の動向について
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